
e 研修【S-LMS+】
【 eラーニング】

【Simple e-Learning Management System Plus】

操作説明書【管理者機能】

（研修コース設計編）

２０１9年7月 Ver.4.0
アーチ株式会社

1



機能 e 研修管理機能 研修コース設計

説明 ■ e研修学習管理システムで研修コースを設計と管理します。
・研修コース名、教育担当者、使用機能の選択、研修受講期間、
教育受講デバイス、テストの問題数、回答形式、問題出題パターンの指定。
選択した機能の教材準備状況を管理します。

e 研修管理機能 研修コース設計

教育テキストは研修用テキストです。画像（GIF,JPG,PNG形式）、ＨＴＭＬ、
ＰＤＦ、Flash形式の教材を利用できます。
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テスト出題形式は○×式、択一式、複数選択式を使用することができます。

3 研修コースで指定したテーマで教育受講者よりレポートを提出。

4 回答者を特定しないアンケートを実施することができます。

e 研修では 定義した研修コース（コース名、教育期間等）に５つの機
能（教育テキスト、テスト問題、レポート、アンケート、Ｑ＆Ａ）を組
み合わせることで研修コースを完成させます。

2

5
研修コースに関して教育受講者と管理者間で質問と回答をやり取りできます。
普遍性のあるＱ＆Ａは教育受講者に一覧として公開できます。

5



e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例

3

研修コースで「教育テキスト」機能のみを選択した例
１．教育テキストを受講
２．研修終了

【想定される利用状況】
教育テキストのみ配布したい場合など。



e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例

4

研修コースで「テスト」機能を選択した例
１．テストを受ける
２．研修終了

【想定される利用状況】
教育テキストは紙で配布してテストだけe 研修で実施する場合など。



e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例
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研修コースで「教育テキスト」と「テスト」機能を選択した例
１．教育テキストを受講
２．教育効果測定用にテストを受ける
３．研修終了

【想定される利用状況】
教育テキスト受講後学習効果確認テストを受ける。
もっとも一般的なe 研修の利用方法となります。
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研修コースで「教育テキスト」と「テスト」、「レポート」
機能を選択した例
１．教育テキストを受講
２．教育効果測定用にテストを受ける
３．レポートを提出する
４．研修終了

【想定される利用状況】
教育テキスト受講後学習効果確認テストを受ける。
①研修の感想を400字程度のレポートで提出。
②テスト実施回数に制限をかけ不合格ならレポートを提出。

e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例
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研修コースで「教育テキスト」、「テスト機能」、「レポート」、「ア
ンケート」を選択した例
１．教育テキストを受講
２．教育効果測定用にテストを受ける
３．レポートを提出する
４．アンケートを実施する
５．研修終了

【想定される利用状況】
教育テキスト受講後学習効果確認テストを受ける。テーマに沿ったレ
ポートを提出。研修内容に関するアンケートを提出。

e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例



e 研修 教育受講者用 メニュー画面 例
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研修コースで全機能を選択した例
Ｑ＆Ａで教育受講者が教育管理者に研修に関する質問を投げ、教育管理者
が教育受講者個別に回答することができます。
汎用性のあるＱ＆Ａは教育受講者全員に公開されます。



機能 e 研修管理機能ＬＯＧＩＮ画面（ＰＣ環境用）

説明 ■ e研修学習管理システムにＬＯＧＩＮします。
・ブラウザはInternet Explorer7～11、Microsoft Edge、Google Chrome、

Firefox、Opera、Safari（Win版）に対応しています。

e 研修管理機能ＬＯＧＩＮ画面

当社から通知された契約済ＵＲＬを指定します。

2

3

1

2
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1

4

当社から通知された管理者用「ユーザーＩＤ」を指定します。

3 当社から通知された管理者用「パスワード」を指定します。

4 「ログイン」ボタンをクリックすると「e研修メニュー」画面に移動します。



機能 e 研修メインメニュー（e 研修設定タブ）

説明 ■ 研修コース設計
・研修コースを定義（コース名、期間、使用機能の選択等）します。

■ 研修コース教材設定
・研修コースに教材（教育テキスト、テスト問題）を設定します。

■ 研修コース受講者設定
・研修コースに社員マスタに登録した社員より研修受講者を割り当てます。

■ 研修コース運用管理
・研修コースの実施状況を管理します。

■ 研修履歴参照
・研修コースの履歴を管理します。

e 研修メインメニュー

指定した時間に画面を更新
してセッションのタイムア
ウトを防ぎます。

1

1

研修コース設計（一覧）
画面に移動します。3
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2

2

3

ボタン表示切替タブ



e 研修メインメニュー（e研修コース設定の流れ）

1
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2

3

4

5



e 研修メインメニュー（e研修コース設定の流れ）

1

3

12

「研修コース」のコース名、期間、使用機能を選択

受講可能な「研修コース」が完成

2
①で定義した研修コースの機能に教材（コンテンツ）を作成、
アップロード、割り当てします。

①で定義した研修コースに「社員マスタ」に登録したメンバーよ
り「研修コース受講者」を割り当てます。

4 完成した研修コースの実施状況を管理します。

5 実施した研修コースの実施履歴を参照できます。



機能 研修コース設計（一覧）

説明 ■研修コースを一覧表示します
・検索条件で絞り込み表示することができます。

■研修コースを追加、削除、過去研修をコピーできます
・研修コースに教材（教育テキスト、テスト問題）を設定します。

■研修コースExcelフォーマット読み込み
・研修コースをExcelで定義したフォーマットよりアップロードする
ことができます。

研修コース設計（研修コース一覧）
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研修コース一覧表示より定義する「研修コース」の定義（利用機能の選
択）、研修コースの追加、研修コースの削除、研修コースのコピー（コン
テンツ含む）ができます。

研修コースの定義をExcelフォーマットファイルより読み込むことができ
ます。
EXCELフォーマットの定義内容については提供EXCELファイル
【e研修】①研修コース設計書.xlsx シート【説明】を参照してください。

研修コース設計（研修コース一覧）画面



A.選択した行が操作の対象となります。(研修コースのコピー、研修コースの削除）
（過去の研修コースに割り当てられた受講者情報はコピーされません）

B.アイコンをクリックすると選択した行の研修コースの設定内容の編集画面に移動します。

C.アイコンをクリックすると選択した行の研修コース情報を全て削除します。

D.アイコンをクリックすると選択した行の研修コース情報を全て削除します。

E.アイコンをクリックすると選択した行の研修コースに受講者を割り当てることができます。

「研修コース新規設計」ボタンをクリックすると研修コース設計画面に移動して、
を新規追加できます。

1

1

研修コース設計一覧
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D

E

3 4

3 4
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A B

「選択」ボタンをクリック
すると一覧表示されている行を全て選択状態に
することができます。A

B

1

4

選択した「研修コース」情報を教材（コンテンツ）を含めてコピーすることができます。
（複数選択はできません）2

選択した「研修コース」情報を教材・コースの受講履歴も含めて削除します。3

選択した「研修コース」の「カテゴリ順番管理」画面に移動します。カテゴリ順番管理機
能で研修受講者画面の一覧表示順番を定義することができます。4

「解除」ボタンをクリックすると選択されてい
る行の選択状態を全て解除することができます。

研修コース設計一覧



2
1
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「Excel 登録ボタン」をクリックすると指定した
「研修コース設計書」の定義内容を読み込みます。2

ファイル選択ダイアログより「研修コース設計書」を選択します。最大５MBのExcelファイ
ルを指定してください。Excel97-2003(XLS)Excel2007(XLSX)形式が指定できます。

3

一覧表示の表示行
を選択します。

4

1

4

4
一覧表示の画面表
示サイズを選択し
ます。

研修コース設計一覧

５MBまでの「研修コース設
計書」Excelフォーマット
ファイル(XLS、XLSX)

Excelフォーマットで定義した「研修コース設計書」
をアップロードすると簡単に研修コースを定義する
ことができます。

【e研修】①研修コース設計書.XLSX

5

3
最大５MBの画像（ GIF、JPG、PNG形式）ファイルの画像教材を直接ドラッグ＆ドロップ
で読み込むことができます。
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1
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2

検索キーワードを指定してください。コース名の部分指定で検索できます。

31

3

2
「検索」ボタンをクリックすると①で指定したキーワードに該当する研修コースを
一覧表示します。

「全件」ボタンをクリックすると研修コースを全件一覧表示します。

研修コース設計一覧

研修コースの一覧表示を検索条件で絞り込み表示することができます。



1
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2

「教育年度」を選択すると研修コースを「教育実
施年度」絞り込み一覧表示します。
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3

2
「コースカテゴリ」を選択すると研修コースを
「コースカテゴリ」で絞り込み一覧表示します。

「運用状況」を選択すると研修コースを「運用状
況」で絞り込み一覧表示します。

5

4
一覧表示を⑤で選択した項目で昇順か降順でソー
トします。

5 ④のソートで使用する項目を選択します。

指定した時間で画面を更新し
てセッションのタイムアウト
を防ぎます。

6

6

研修コース設計一覧

研修コースの一覧表示を検索条件で絞り込み表示することができます。



機能 研修コース設計

説明 ■研修コースを定義
・研修コース名の指定
・コースで使用する機能の選択
①教育テキスト
②テスト
③レポート
④アンケート

・研修コースの受講開始～終了期間の定義

■教材の準備状況の管理
・教材の準備状況と研修コースの運用開始・終了を設定します。

研修コース設計
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研修コース設計画面



研修コース設計

1

2

34
5

「コースカテゴリ」を選択してください。コースカテゴリは「メニュー・マスタ設定タブ」
「研修コースカテゴリ設定」で定義することができます。指定しないと「その他」が割り当
てられます。

1

「研修コース名」を指定してください。受講者画面に表示されます。2

研修コースで使用する「コース使用機能」を一覧表示します。3

研修コースの「教育年度」 年 月 実施回数を指定してください。5

研修「運用開始年月日」～研修「運用終了年月日」を指定してください。6

20

教育「担当者」を指定してください。受講者画面に表示されます。4

6

7

7
「研修コース」の利用言語を選択
します。研修受講者画面のナビ
ゲーション言語が切り替わります。



ＰＣ教育受講者画面 メニュー（コース選択） 例

2

3

1

2
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1 「研修コース設計」で指定した研修コース名が表示されます。

「研修コース設計」で指定した「教育年度」年 回数 が表示されます。

3

「研修コース設計」で指定した「運用開始年月日」～研修「運用終了年月日」
が表示されます 。

4

「研修コース設計」で指定した「教育担当者」が表示されます。

4



研修コース設計

1

教育テキストを使用するか選択してください。1

2

教育テキストの種類を選択してください。

PCで利用できる教育テキストの種類
・画像
（PowerPointのスライドを画像（GIF,JPG,PNG 形式）
で保存）
・HTML

・PDF

・Flash

2

3

4
5

ＰＣ教育テキストの書式を選択してください。
・A4横
・A4縦

3

携帯・スマホで使用する教育テキストを選択し
てください。
スマホで利用できる教育テキストの種類
・PowerPointのスライドを（GIF,JPG,PNG 形式）
で保存
・HTML
携帯で利用できる教育テキストの種類

・HTML

4

画像教育テキストの初期表示サイズを選択して
ください。（ＰＣ受講画面で有効）5

22

研修コースで教育テキストを使用する場合テキストの形式、サイズなどを定義。

6

PC教育テキストで「ＰＤＦ」を選択した場合に教育テキストをダウンロード可能に
するか選択してください。
・可 ・不可

6



研修コース設計

1

1

2
ＰＣ教育テキストの1ページを最低何秒表示するか選択してください。
・設定しない 5秒～120秒

23

研修コースで教育テキストを使用する場合テキストの形式、サイズなどを定義。

PC教育テキストで「ＰＤＦ」を選択した場合に教育テキストをダウンロード可能にす
るか選択してください。
・可 ・不可

2



ＰＣ教育テキスト受講画面（ＰＤＦ） 例

24

1
ＰＣ教育テキストダウンロード可(PDF)で「可」を選択した例。このリンクから教
育テキストをＰＤＦでダウンロードすることができます。

1



ＰＣ教育テキスト受講画面 PC教育テキスト最低表示時間設定 例
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PC教育テキスト最低表示時間を設定すると【次のページ>> 】ボタンは XX秒後
に有効になります【このページを表示して XX秒経過】と教育テキスト受講画面に
表示されます。

2

2



機能 ＰＣ スマホ 携帯

教育テキスト ○ ○ ○

テスト ○ ○ ○

レポート ○ ○ ○

アンケート ○ ○ ○

Ｑ＆Ａ ○ ○ ○

教育テキスト
ファイル形式

ＰＣ スマホ 携帯

画像 ※ ○ ○ ×
HTML ※ ○ ○ ○

ＰＤＦ ○ × ×
Flash ○ × ×

26

※ 画像(GIF,JPG,PNG形式)

※ YouTube 等の動画はＨＴＭＬにインラインフレームとして
埋め込んで使用することができます。

教育受講者の使用デバイスで使用できる機能

教育受講者の使用デバイスで使用できる教育テキストのファイル形式



ＰＣ教育テキスト受講画面 例

2

1
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1 ＰＣ教育テキストで「画像」ページサイズ「Ａ４横」を選択した例。

2 ＰＣ教育テキスト画面表示サイズ「75％」を選択した例。



1
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1

スマホ 教育テキスト受講画面 例

携帯・スマホ教育テキスト「（スマホ）画像」を選択した例。



1
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1

携帯・スマホ 教育テキスト受講画面 例

携帯・スマホ教育テキスト「（携帯・スマホ）HTML」を選択した例。
携帯を受講デバイスとして利用する場合は画像形式は利用できません。



研修コース設計

1

「テスト」を研修で使用するか選択してく
ださい。1

2 3 4

5

試験時間を選択してください。
・時間指定無し
・３０分～１２０分
試験時間有を選択した場合試験「中断」
ボタンを「利用する」は選択しないでく
ださい。

2

回答形式を選択してください。
・○×式
・択一式 ２択～１０択
・複数回答選択 ２択～１０択

3

回答記号を選択してください。
回答形式○×式以外で有効
・ア・１・A・1・a

4

問題数を選択してください。
・最低 １０問～最大 １００問5

30

研修コースでテストを使用する場合テストの問題数、回答形式、出題パターン数など指定します。

問題出題パターンを選択してください。
・最低 １種類～最大 １０種類6

6



研修コース設計

1

テスト「満点点数」を選択してください。
・最低 １００点～最大 １０００点1

2 3 4

5

6

テスト「合格ライン」を選択してください。
・最低 ５０％～最大 １００％

2

①満点点数と②合格ラインを選択すると合格
問題数と合格点数を自動計算します。

3

試験繰り返し回数を選択してください。
・合格するまで
・１回のみ～１０回まで

4

テスト実施画面で試験「中断」ボタンを表示
するか選択してください。
・利用する
・利用しない
「中断」ボタンを利用する場合は試験時間
「時間指定無し」を選択してください。

5

テスト実施設定を選択してください。
（教育テキストを利用する場合に有効）
・教育テキスト受講なしでもテスト実施可能
・教育テキスト受講しないとテスト実施不可

6

31

テスト問題出題順を選択してください。
・パターン順 問題の出題を定義順に出題
・シャッフル 問題の出題をランダム出題

7

7

合格時ＰＣ受講者画面で結果印刷するか選択
・印刷不可
・印刷可

8

8



2

3

1

2
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1

回答形式は○Ｘ式。

3

研修コース設計
・問題数 15問
・合格率80％
・問題パターン３パターン
・合格するまでテストを受ける

テストの「中断」ボタン表示。

ＰＣテスト受講画面 例



1
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1

ＰＣテスト受講画面 例

合格時結果印刷（ＰＣ教育受講者で）「印刷可」を選択した場合「印刷」アイコン
表示。このアイコンをクリックすると教育受講者が試験結果を自分で印刷すること
ができます。



1
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1

ＰＣテスト結果印刷画面 例

「印刷」ボタンをクリックすると試験結果を印刷することができます。



研修コース設計

1

「レポート」を使用するか選択してください。1

2

3 4

5

6

「Q&A」を使用するか選択してください。

「アンケート」の準備状況を選択してください。

「レポート」のテーマを指定してください。

4

「アンケート」を使用するか選択してください。

6
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2

3

「Q&A」の準備状況を選択してください。7

研修コースで「レポート」「アンケート」「Ｑ＆Ａ」機能を使用するか指定します。

7

5
「アンケートの方式」を選択してください。
・無記名式 誰が何を選択したか記録しません。
・記名式 利用者が何を選択したか記録します。



1
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1 「研修コース設計」で指定したレポートのテーマを表示します。

ＰＣレポート提出画面 例
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ＰＣアンケート回答画面 例
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ＰＣＱ＆Ａ 画面 例



研修コース設計

1

コンテンツの準備状況を選択してください。1

2

3
4

5
6

テスト問題出題パターン編集の準備状況を選択
してください。

テスト問題編集の準備状況を選択してください。

PC教育テキスト編集(画像・HTML・
Flash・PDF)の準備状況を選択してくださ
い。

4

携帯・スマホ教育テキスト編集(画像・
HTML) の準備状況を選択してください。

5
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2

3

受講者登録 の準備状況を選択してください。6

研修コースの教材準備状況を指定します。

受講者登録 の準備状況を選択してください。7

7



研修コース設計

1

コース受講者利用期限で「無し」を選択すると研修受講者は受講期間設定の運用終了日を過ぎ
ても研修コースにログインすることができます。
「運用終了日まで」を選択すると、運用終了日以降は研修コースにログインできなくなります。

1

2

利用デバイスを選択すると教育受講通知メールに指定した受講デバイスのURLしか表示しませ
ん。

40

2

研修コースの教材準備状況を指定します。

研修コース設計一覧

教材の準備状況、研修コースでの使用機能を一覧で表示します。
グリーンのアイコンは使用機能、赤のアイコンは未使用機能
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利用デバイスで「ＰＣ・スマホ」を選択した例。1

教育受講通知メール 例

1



研修コース設計

42

1 4

5

2

6 7

「Excel 登録ボタン」をクリックすると指定した「研修コース設計書」の定義内容を読み込
みます。

2

ファイル選択ダイアログより「研修コース設計書」を選択します。最大５MBのExcelファ
イルを指定してください。Excel97-2003(XLS)Excel2007(XLSX)形式が指定できます。1

3 「＜＜」ボタンで最初、「＜」ボタンで一つ前、「＞」ボタンで次、「＞＞」ボタンで最後
のページに移動します。

3

「新規」ボタンをクックすると画面をクリアして新規に研修コースを追加できます。6

「登録」ボタンをクリックすると指定した研修コース情報を保存します。5

「削除」ボタンをクックすると研修コース情報を削除します。7

8
研修コースの設定内容をExcel97-2003(XLS)フォーマットでダウンロードすることができ
ます。

8

4
最大５MBの画像（ GIF、JPG、PNG形式）ファイルの画像教材を直接ドラッグ＆ドロップ
で読み込むことができます。



機能 研修コースカテゴリ順番管理

説明 ■受講者画面で研修コースの一覧の表示順番を指定できます。

研修コースカテゴリ順番管理

43

研修コースカテゴリ順番管理 画面



研修コースカテゴリ順番管理

44

カテゴリとカテゴリに属する研修コースをツリ一覧に表示します。1

1

2 3

「全て開く」ボタンをクリックするとツリー一覧を開いて表示します。2

「全て閉じる」ボタンをクリックするとツリー一覧を閉じて表示します。3



研修コースカテゴリ順番管理
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1

3

コースの表示順を表示します。1

2

コースの表示順を指定します。2

「コース順番設定」ボタンをクリックするとコースの表示順を確定します。1



ＰＣ教育受講者画面 メニュー（コース選択） 例

1
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1
「研修コース設計」で指定した「カテゴリ」、「研修コース」の表示順番で
教育受講者画面に受講可能コースを一覧表示します。



ＰＣ教育受講者画面 メニュー（コース選択） 例

1
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1

「研修コース設計」コース受講者利用期限で「運用終了日」を選択すると受講終
了日を過ぎると研修コースが「運用終了」となり教育受講者はコースを利用できま
せん。

「研修コース設計」コース受講者利用期限で「無し」を選択すると受講終了日を
過ぎても教育受講者は研修コースを利用できます。

2

2
研修コースが「運用終了」の場合コース名より研修コースを選択することはできま
せん。


